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“川の防災情報”の紹介
リバーシビックマネージャー（ＲＣＭ）：住民のボランティア活動の一環として、河川管理の支援をしていただくことを目的に創設された制度です

京浜河川事務所リバーシビックマネージャー機関紙 ２０２１年 １１月号【２２４号】

国土交通省関東地方整備局 京浜河川事務所ＲＣＭ事務局 URL：https://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/

TEL：045-503-4015 FAX：045-503-4092 メール／ktr-keihia50@mlit.go.jp

11月を迎え非出水期※となりましたが、昨今の異常気象から来年度の出水期に向けての準備も欠かせ
ないところです。9月号で”防災ポータル”を紹介させて頂きましたが、今月号では”川の防災情報”のサイ
トを紹介させて頂きます。
川の防災情報では検索ボックスに市町村名などを入力することで、その地域の水位・ダム・カメラ観

測所や雨量観測所などのデータをみることができます。お住まいのところなどを地点登録し周辺の川が
氾濫した場合の浸水想定などを計算出来たりもします。
洪水予報、ダム放流通知、避難情報などの行政からの発表や、現在の河川の状況を撮影したライブカメラ

画像、洪水浸水想定区域図なども見ることが出来ます。
パソコン版とスマホ版がありますので、ご都合のよい方

からご覧下さい。パソコンのサイトののURLは
https://www.river.go.jp/index
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〜いのちとくらしをまもる減災防災情報〜
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※「非出水期」降水量の少ない時期を指し、関東地方整備局で11月〜翌年５月。



RCM事務局より
川の市⺠情報昨年の１０月号で国⼟交通省照明⾞のミニカー（タカラトミー社のトミ

カ）を紹介致しましたが、その後も河川関連のものが発売になってます。その一つが
「河川巡視パトロールカー」。オレンジのボディに“国⼟交通省河川パトロールカー”の
文字が。京浜河川事務所ではパトロールはバイクで行っておりパトロールカーは所有し
ておりませんが、眺めているだけでも楽しいですね。RCM事務局 鈴木、関屋

今回は、３件のご報告を頂きました!
令和３年１０月RCM活動報告

チップ材の敷設作業状況

１０月の御報告より 皆様からの御報告 お待ちしています！
多摩川中流分科会 上林さまより
●京浜河川のホームページで河川の水位を見させて頂いています。最近、水防団待機水位という記載が無くなりまし

たが、どうしてでしょうか？また、補助地点と言われていた「日野橋の水位観測所」などは、はん濫注意水位の表示

だけとなりました。目安は、あった方がわかりやすいと思います。

【御報告ありがとうございます。

京浜河川事務所ホームページより川の防災情報にて河川水位を確認できるようにしております。川の防災情報リニューアル

時に、一般利用者をメイン層として想定し、できるだけ表示情報をシンプルにするため、水防団待機水位は非表示としておりま

す。水防団待機水位の確認が必要な方は下記方法で表示することで対応可能としております。

１．京浜河川事務所HPの川の水位・雨量・海岸より

川の防災情報HPへ移動

２．川の防災情報HPの右上の表示設定を選択

３．表示設定画面に地点登録と初期表示が表示されましたら、

初期表示を選択

４．初期表示の中の表示モード切替にて水防団用表示を選択

５．水防団用表示を選択いただきますと、

各水位観測所にて水防団待機水位が表示されるようになります。

（参考情報）

川の防災情報HPの右上の操作説明より、水防団用表示の切替方法を

ご確認することが可能です。以上、よろしくお願いいたします。】

１１月１６日、鶴見川右岸3.5km付近、佃野の船着場にユリ
カモメの集団が羽を休めていました。冬の時期ユリカモメは
３０００ｋｍほど南下して日本各地の内湾域や河口に冬鳥と
してやってきます。数百羽の大群で空高く移動することもあ
ります。鶴見川で⽣⻨から綱島付近までごく普通にみられま
す。かわいい顔をしていますが、他の鳥の頭をつついて餌を
横取りしたりといった面もあるそうです。
昨冬は、４月半ばまで鶴見川佃野にいました。


